データ辞書
	ドキュメント名
	（例：〇〇システム データ辞書）

	バージョン
	v1.0

	作成日
	YYYY-MM-DD

	作成者
	（名前）

	最終更新日
	YYYY-MM-DD

	対象DB
	（例：PostgreSQL 15 / MySQL 8.0）

	ステータス
	Draft / In Review / Approved



テーブル一覧
	テーブル名
	論理名
	説明
	主キー
	レコード数（目安）

	users
	ユーザー
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	ユーザーが行った注文を管理する
	order_id
	〜100万件

	products
	商品
	販売する商品の情報を管理する
	product_id
	〜1万件

	order_items
	注文明細
	注文ごとの商品明細を管理する
	order_item_id
	〜500万件



カラム定義（例：usersテーブル）
	カラム名
	論理名
	データ型
	NOT NULL
	デフォルト値
	説明

	user_id
	ユーザーID
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